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村議会６月定例会 ･･･････････ ２
歯科診療所リニューアル
　　オープンのお知らせ ･････ ３
丹波小菅交流試合が
　　　　行われました。･･････ ４

タバスキースポーツクラブを
　　設立しました。･･････････ ４
夏まつり丹波 ･･･････････････ ６
お知らせ ･･･････････････････ ８
�園祭 ･････････････････････ 12

人口と世帯（８月１日現在）　人口 604　男 297　女 307　世帯 313

主なもくじ

７月18日、19日の両日、祇園祭が行われ、村内はもとより、村出身の方など多くの人達が訪れ、
暑い丹波の夏に、熱く賑やかな休日を過ごしました。
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■
一
般
質
問

質
問
内
容

「
危
機
管
理
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

「
今
川
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
」

「
道
の
駅
対
岸
の
法
面
防
災
工
事
に
つ

い
て
」

　
質
問
者
　
舩
木
昭
和
議
員

「
若
者
の
移
住
・
定
住
促
進
の
対
策
に
つ

い
て
」

「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」

「
結
婚
促
進
に
つ
い
て
」

 

　
質
問
者
　
酒
井
隆
幸
議
員

■
丹
波
山
村
監
査
委
員
の
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
丹
波
山
村
監
査
委
員

（
有
識
者
）
に
、
下
組
地
区
の
坂
本
五
一
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例
制
定
の
件

　
丹
波
山
村
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
維

持
管
理
条
例
制
定

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は

６
，
９
３
２
万
円
５
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
額
は
15
億
７
，
５
１
７
万
円

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
主
な
歳
入
の
内
容
は
、

　
国
庫
補
助
金	

１
８
９
万
９
千
円

　
繰
越
金	

１
，
１
６
２
万
６
千
円

　
雑
入	

６
８
０
万
円

　
村
債	

４
，
９
０
０
万
円

　
な
ど
で
す
。

▼
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　
公
有
財
産
購
入
費	

９
５
０
万
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助
金

　	

７
１
０
万
円

　
社
会
福
祉
総
務
費
負
担
金

	

１
８
０
万
円

　
温
泉
薪
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工
事

	

４
，
７
０
０
万
円

　
常
備
消
防
費	

２
２
０
万
円
３
千
円

　
な
ど
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は

５
６
０
万
円
４
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

補
正
後
の
予
算
額
は
１
億
１
，
４
９
２
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た

　
主
な
内
容
は
歯
科
医
報
酬
・
歯
科
医
療

用
消
耗
器
具
費
な
ど
で
す
。

■
平
成
26
年
度
繰
越
計
算
書
報
告

・
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

（
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
事
業
、
村
道
鴨
沢
小
袖

線
災
害
復
旧
事
業
、
定
住
促
進
住
宅
建

設
事
業
）

・
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

（
防
災
計
画
策
定
事
業
）

・
温
泉
事
業
特
別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越

計
算
書
（
第
２
源
泉
整
備
事
業
）

　村議会の６月定例会は６月18日
に開会し、26日に閉会しました。
　３議員からの一般質問の後、審
議された内容は人事案件１件、条
例制定１件、条例改正１件、補正
予算２件、平成26年度繰越計算書
報告３件の議案が提出され、すべ
て原案のとおり可決されました。

６月定例会

村 議 会

　8月3日から総務省の地域おこし協力隊として、

村内で活躍している4人の仲間に、依田望さんが加

わりました。

　今後も村民の皆さんとともに、村を明るく元気に

する取り組みを行っていきます。

▶地域おこし協力隊事務所　中央公民館１階事務室

　
守
屋
茂
久
議
員
が
平
成
27
年
5
月
1
日

付
け
で
、
丹
波
山
村
監
査
委
員
（
議
員
）

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

依田　望さん
31歳　東京都出身

地域おこし協力隊員に、１名が加わりました。 監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
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新
し
い
歯
科
医
師

藤
下
昌
代
先
生
で
す

　
８
月
３
日
よ
り
、
歯
科
診
療
所
に
新

し
い
先
生
、
藤
下
昌
代
医
師
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　
藤
下
医
師
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
ご

出
身
で
、
丹
波
山
村
に
来
ら
れ
る
前
に

は
東
京
都
町
田
市
内
の
歯
科
医
院
等
に

ご
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
で
は
押
垣
外
の
村
営
住
宅
に
住

み
、
今
後
は
村
民
の
皆
さ
ん
の
歯
を
中

心
と
し
た
健
康
維
持
の
た
め
、
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
。

　
５
月
１
日
か
ら
休
診
し
て
お
り
ま
し

た
歯
科
診
療
所
で
す
が
、
歯
科
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
全
面
改
修
工
事
が
終
了

し
、
８
月
３
日
よ
り
装
い
も
新
た
に
診

療
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
お
休
み
し
て
い
た
３
ヶ
月
の
期
間
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
先
生
を
迎

え
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
等
も
備
え
た
最
新

の
設
備
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
入
歯
や
虫
歯
の
心
配
ご
と
な
ど
「
歯
」

に
つ
い
て
の
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

歯
科
診
療
所
ま
で
相
談
い
た
だ
き
、
先

生
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
処
置
の
も

と
解
決
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

　
歯
科
診
療
所
で
は
こ
れ
か
ら
も
村
民

の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
か
つ
丈
夫
な
歯

を
保
ち
、
活
き
活
き
と
し
た
毎
日
を
過

ご
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
診
療
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

▼
診
療
時
間

　
午
前
　
９
時
か
ら
12
時
ま
で

　
午
後
　
１
時
30
分
か
ら
５
時
ま
で

　 （
受
付
時
間
は
各
終
了
時
間
の
30
分
前

に
な
り
ま
す
。）

▼
休
診
日
　
土
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

▼
☎
８
８
︲
０
２
７
２

　
村
で
は
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
を
通
じ
て
２

年
前
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
留
学
生
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
３
月
末
に
帰
国
し
た
エ
イ
プ

リ
ル
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

ネ
グ
ロ
ス
オ
リ
エ
ン
タ
ル
か
ら
カ
シ
ー
さ
ん
と

ネ
グ
ロ
ス
オ
キ
シ
デ
ン
タ
ル
か
ら
カ
ロ
リ
ン
さ

ん
が
来
日
し
ま
し
た
。

　
カ
シ
ー
さ
ん
は
28
歳
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
病
院

で
看
護
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。一
方
、

カ
ロ
リ
ン
さ
ん
は
33
歳
で
通
信
会
社
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
は
２
年

間
、
丹
波
山
村
に
留
学
し
総
務
企
画
課
と
教
育
委

員
会
に
所
属
し
な
が
ら
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学

校
、
社
協
等
で
英
語
を
交
え
た
文
化
・
地
域
交
流

を
行
い
ま
す
。

　
2
学
期
か
ら
小
・
中
学
校
で
お
世
話
に
な
る

外
国
語
助
手
の
ダ
ル
ト
ン
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

ダ
ル
ト
ン
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
出
身
の
25
歳
で
す
。
現
在
、
丹
波
山
村

の
教
員
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、
丹
波
山
村
の
英
語

指
導
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
の
勉
強
は
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
の
よ

う
で
す
が
、
村
内
で
出
会
っ
た
と
き
に
は
、
気
軽

に
声
を
か
け
く
だ
さ
い
。

新
し
い
英
語
指
導
助
手 

ダ
ル
ト
ン
先
生
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
留
学
生

カ
シ
ー
さ
ん
と
、
カ
ロ
リ
ン
さ
ん
で
す
。▲ カロリンさん ▲ カシーさん

歯
科
診
療
所

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
お
知
ら
せ
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タバスキー
スポーツクラブ
を設立しました。
　丹波山村では、総合型地域スポーツクラブ「タバ
スキースポーツクラブ」を設立しました。
このクラブは、幅広い世代の人々が各自の興味・関
心・競技のレベルに合わせて、様々なスポーツに触
れる機会を提供することを目的とし、全国の市町村
に設立されています。
　本村でも、７月１日に設立し、村のスポーツ推進
委員が中心となって、地域に密着しながらスポーツ・
健康活動に取り組ん
で行きます。
　今後、定期的にス
ポーツ教室等を実施
していきます。村民
の皆様も、お気軽に
ご参加ください。

10月4日（日）

の　　
行事予定です。

平成２7年度  
村民体育祭

10月18日（日）

今年も急坂・激坂に挑む！
第3回
多摩川源流
ヒルクライムTT
in 丹波山・小菅

ス ポ ー ツ 秋

丹波小菅交流試合が行われました。
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

　例年、野球、バレー、ゲートボールの３競
技で親睦を深めていますが、今年はあいにく
の雨…。野球が中止となり、バレー、ゲート
ボール２競技の実施となりました。
　試合内容はと言うと梅雨空を吹き飛ばす
熱戦、そして激戦。爽やかな汗が迸る一日
でした。

　６月19日（金）、毎年６月の両村の恒例行事となって
いる丹波小菅親善交流試合が小菅村の村民グラウンド
ほかで行われました。
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老人クラブ老人クラブ
ゲートボール・グラウンドゴルフ大会

　7月2日、上野原市・小菅村・丹波山村によるゲー

トボール大会、7月23日、グラウンドゴルフ大会が開

催されました。雨も降り、暑い状況の中でしたが、練

習の成果を発揮し、楽しみながら頑張っていました。

選手の皆様、大変お疲れ様でした。

老人クラブに入会しませんか
　人生80年、90年とも言われる時代。毎日の送

り方で人生は変わります。生活を豊かにするに

は、｢健康づくり｣、｢仲間づくり｣、そしてお互

いを支えあう ｢地域づくり｣ への社会参加が求

められます。一人でも多くの方が老人クラブに

加入されて、活動に参加されることをお待ちし

ています。

　丹波山村に居住する60歳以上の方ならどなた

でも、ご入会できます。役場住民生活課または、

地域の老人クラブにお申込みください。

災
害
に
強
い

村
を
目
指
し
て

　
８
月
10
日
（
月
）、
本
村
の
新
た
な
防
災
・
救
急
の
拠
点
と
な

る
大
月
消
防
丹
波
山
出
張
所
の
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
、
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
村
長
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
者
、
建
設
業
者
、
役
場

関
係
者
な
ど
多
く
の
方
々
が
式
に
参
列
し
、
神
職
の
監
修
の
も

と
鍬
入
れ
式
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
・
消
防
署
は
押
垣
外
地
区
に
建
設
さ
れ
、
完
成
は
今
年
度

末
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
に
６
月
24
日
（
水
）
に
は
本
村
消
防
団
に
消
防

多
機
能
自
動
車
が
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
消
防
団
活
動
の

主
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
村
で
は
、
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
な
ど
に

備
え
て
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
行
き
ま
す
。

▶ 
鍬
入
れ
式
の
様
子

▶ 

消
防
多
機
能
自
動
車
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平成27年
7月26日㈰

▲ 白木議長による乾杯の発声

▲ ど迫力の笛吹高校すいれき太鼓部

▲ 思いのまま音を表現した立川高校吹奏楽部

▲ 度肝を抜かれた大道芸パフォーマンス

▲ 大爆笑だった吉本お笑いライブ

▲ 演歌歌手・泉昇太さんの歌謡ショー

▲ 仲良く手をつないで渡ろう・・・

▶ 

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
！
川
の
上
は
涼
し
い
！

▶ 

不
思
議
な
楽
器
？
ス
チ
ー
ル
パ
ン

▲ フードゾーンも盛り上がっていました

▲ 謎のコンビ、丸太切りに挑む

▲ 丹波小女子もステージに登場！

　７
月
26
日
（
日
）
丹
波
山
村
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
会
場
に
第
28
回
夏
ま
つ
り
丹
波
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
大
変
華

や
か
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太

鼓
、
吹
奏
楽
の
演
奏
や
泉
昇
太
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、

吉
本
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、大
道
芸
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
河
原
の
エ
リ
ア
で
は
各
売
店
が

賑
わ
い
を
見
せ
、
カ
ヌ
ー
教
室
や
丸
太

渡
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

家
族
み
ん
な
で
夏
の
丹
波
山
を
満
喫
で

き
た
一
日
で
し
た
。

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、緑
と
、ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
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平成27年
7月26日㈰

▲ 白木議長による乾杯の発声

▲ ど迫力の笛吹高校すいれき太鼓部

▲ 思いのまま音を表現した立川高校吹奏楽部

▲ 度肝を抜かれた大道芸パフォーマンス

▲ 大爆笑だった吉本お笑いライブ

▲ 演歌歌手・泉昇太さんの歌謡ショー

▲ 仲良く手をつないで渡ろう・・・

▶ 

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
！
川
の
上
は
涼
し
い
！

▶ 

不
思
議
な
楽
器
？
ス
チ
ー
ル
パ
ン

▲ フードゾーンも盛り上がっていました

▲ 謎のコンビ、丸太切りに挑む

▲ 丹波小女子もステージに登場！

　７
月
26
日
（
日
）
丹
波
山
村
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
会
場
に
第
28
回
夏
ま
つ
り
丹
波
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
村
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
大
変
華

や
か
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太

鼓
、
吹
奏
楽
の
演
奏
や
泉
昇
太
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、

吉
本
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、大
道
芸
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
河
原
の
エ
リ
ア
で
は
各
売
店
が

賑
わ
い
を
見
せ
、
カ
ヌ
ー
教
室
や
丸
太

渡
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

家
族
み
ん
な
で
夏
の
丹
波
山
を
満
喫
で

き
た
一
日
で
し
た
。

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、緑
と
、ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
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厚
生
労
働
省
は
、
平
成
26
年
９
月
１
日

か
ら
、
平
日
夜
間
・
土
日
に
、
誰
で
も
労

働
条
件
に
関
し
て
、
無
料
で
相
談
で
き
る

電
話
相
談
窓
口
「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
は

違
法
な
時
間
外
労
働
・
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
、
賃
金
不
払
残
業
な
ど
の
労
働

基
準
関
係
法
令
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

専
門
知
識
を
持
つ
相
談
員
が
、
法
令
、
裁

判
例
な
ど
の
説
明
や
各
関
係
機
関
の
紹
介

な
ど
を
行
う
電
話
相
談
で
す
。

　
電
話
相
談
は
、
労
働
者
・
使
用
者
に
か

か
わ
ら
す
誰
で
も
無
料
で
、
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談

も
可
能
で
す
。

　
労
働
条
件
で
お
悩
み
の
方
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
☎
０
１
２
０
︲
８
８
１
︲
６
１
０

　
　
　
　
　
　  （
は
い
！
ろ
う
ど
う
）

　
夜
間
・
土
日
に
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

▼
相
談
時
間

　
月
・
火
・
木
・
金
：

　
　
　
　
　
午
後
５
時
～
午
後
10
時

　
土
・
日
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
除
く
）

　
農
地
の
貸
し
借
り
の
新
た
な
仕
組
み
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
公
的
機
関
が
貸
し
借
り
を
仲
介
す
る
の
で

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地
を
借
り
た

い
」「
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
」
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

　
丹
波
山
村
役
場
　
振
興
課

　
☎
0
4
2
8
︲
8
8
︲
0
2
1
1

　
山
梨
県
富
士
・
東
部
農
務
事
務
所

　
☎
0
5
5
4
︲
4
5
︲
7
8
2
5

　
山
梨
県
農
村
振
興
課

　
☎
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
5
9
7

　
普
段
皆
さ
ん
が
屋
外
に
設
置
し
て
い
る

広
告
看
板
等
は
、
商
業
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
に
と
て
も
大
切
で
す
が
、
無
秩
序

な
設
置
は
街
並
み
や
自
然
景
観
を
乱
す
原

因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
年
2
月
に
札
幌
市
内
で
看
板

の
一
部
が
落
下
し
、
歩
行
者
に
直
撃
す
る

重
篤
な
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
故
が
起
き
た
場
合
、
会
社
や
お
店

の
信
用
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は

大
き
な
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
日
頃
の
点
検
や
必
要
な
補
修
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
良
好
な

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
山
梨
　
屋
外
広
告
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所

　
都
市
計
画
・
建
築
課 

都
市
計
画
担
当

　
☎
０
５
５
４
︲
２
２
︲
７
８
３
６

１
、
開
設
日
時

　
10
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　（
受
付
は
午
後
2
時
で
終
了
）

２
、
開
設
場
所

　
甲
府
市
丸
の
内
１
︲
１
︲
18

　
甲
府
合
同
庁
舎

３
、
相
談
員

　 

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

４
、
相
談
時
間

　
１
人
30
分
程
度
と
し
ま
す
。

５
、 
そ
の
他
　

・ 
相
談
は
無
料
で
す
が
、予
約
が
必
要
で
す
。

・ 

相
談
の
予
約
は
法
務
局
の
総
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

・ 

相
談
内
容
は
秘
密
に
し
、堅
く
守
り
ま
す
。

＊ 

同
日
、法
務
局
講
座
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

６
、
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
５
５
︲
２
５
２
︲
７
１
５
１

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
及
び
寡
婦
の

方
を
対
象
に
仕
事
で
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ

ス
（
就
学
前
）
も
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
受
講
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
・

寡
婦
の
方

▼
日
程
等
　
全
４
日
間

　
基
礎
編
：
11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

　
応
用
編
：
11
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

▼
時
　
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　（
昼
休
み
１
時
間
）

▼
場
　
所
　
甲
府
市
朝
日
４
︲
５
︲
21
　

　
山
梨
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
　
員
　
10
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
10
月
23
日
（
金
）

▼
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　 

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（（
一
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
）

　
〒
４
０
０
︲
０
０
２
５

　
甲
府
市
朝
日
４
︲
５
︲
21

　
山
梨
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
０
５
５
︲
２
５
２
︲
７
０
１
４

お
知
ら
せ
　Inform

ation
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

９
月
10
日
は

「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す
。

平
成
27
年
度

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
の
開
設
に
つ
い
て

農
地
を
借
り
た
い
方
・
農
地
を

貸
し
た
い
方
は
農
地
中
間
管
理

事
業
を
ご
活
用
下
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
母
・
父

及
び
寡
婦
を
対
象
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
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守
も り や

屋　秀
しゅうと

斗くん（高尾）

平成27年2月6日 生まれ
（父：秀寿　母：公美）

舩
ふ な き

木　結
ゆ の

音ちゃん（押垣外）

平成27年6月30日 生まれ
（父：政和　母：優）

こんにちは
赤ちゃん
おめでとうございます。すこやかに。

～身体は動かさないと
動くことが大変になります～

　「年だからしょうがない。」「面倒だから何もしたく
ない。」「自分は病気したからしかたがない。」等等
と言い訳をして、何もしなくなっていませんか？

　頭や体を使わなくなったことでさびてしまった体のこ
とです。医学用語では「廃用症候群」と言われています。
● 動かないことが原因で、全身の働きが低下した状態です。
● 「使わない機能は衰える」は常識ですが、その範囲

も衰え方も思った以上に大きいです。
● 体の働きだけでなく、頭の働き、こころのありよう

も弱ってきます。

● 歩く・立ち上がる・階段の昇降などの動きづらさ
や、すぐに疲れを感じる。

● 急な動きにすぐに対応できず、息切れ、立ちくらみ
が生じる。

● 食欲不振・便秘・腎臓での調節機能の低下による尿
量の増加、血液量の減少による脱水血栓など各臓器
への障害

● 関節の拘縮筋萎縮の症状
● 周囲への無関心・知的活動の低下・うつ状態等、以前

できていたことができなくなる。

● 毎日の生活の中で活発に動く。
● 家庭・地域・社会で、楽しみや役割を持ちましょう。
● 歩きにくくなったら、杖や伝い歩きで工夫する。
● 身の回りのことや家事などがやりにくくなったら、早め

に相談をしましょう。（工夫や練習で上手になります）
● 「無理は禁物」「安静第一」と思い込まないで、疲れや

すい時は、休み休みしながら活動していきましょう。

生活不活発病って何？

生活不活発病の症状ってどんなものがあるの？

どんな予防をすればいいの？

「生活不活発病」に

注意しましょう！

　恒例の「丹波の四季写真展」ですが、
毎年会場として使用している立川市の
フロム中武デパートは現在耐震工事中
です。そこで今年は、東京・多摩地域
のみならず山梨県内の皆さんにも広く
本村の写真コンクールを知っていただ
き、丹波山村をアピールするため甲府
市にあります岡島百貨店で実施します。
　入場は無料です。会場では「2016年
丹波の四季ふるさとカレンダー」を１部
300円で販売する予定です。

丹波の四季写真展
開催のお知らせ

平成27年10月23日（金）〜
　　　　10月28日（水）
午前10時から午後６時
岡島百貨店
７階クリスタルホール

（ＪＲ甲府駅南口徒歩10分）

場　所

日　時
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募集
種目 医科・歯科幹部 航空学生 一般曹候補生 自衛官候補生 陸上自衛官

（看護）

募
集
人
員

海・海・空　約 5名

海 約 70名
（うち女子若干名）

空 約 50名
（男女の区分なし）

陸 約 2670名
（うち女子約150名）
海 約 1000名

（うち女子約40名）
空 約   750名

（うち女子約80名）

男子 女子

陸　約5名陸 約 5750名
海 約   570名
空 約 1100名

陸 約 500名
海 約   80名
空 約 130名

資
格

医師・歯科医師の免許
取得者

高卒（見込含）
21才未満の者 18才以上27才未満の者

看護師免許を有し、保
健師または助産師免許
を有する者（見込含）で
36才未満の者

受
付
期
間

10月1日〜10月30日 8月1日〜9月8日 8月1日〜9月8日
原則として受付は年間
を通して行っております。
締切日9月8日（予定）

8月1日〜9月8日 9月1日〜9月30日

試
験
期
日

11月27日
1次9月23日
2次10月17〜22日
3次11月14日〜12月17日

1次9月18・19日
2次10月8日〜14日
＊いずれか1日を指定さ
れます。

9月5・6日
9月18・19日
＊いずれか1日を指定さ
れます。

9月25〜29日
＊いずれか1日を指定さ
れます。

11月28日

合
格
発
表

平成28年2月5日
1次10月9日
2次（海）11月11日
2次（空）11月6日
最終28年1月25日

1次10月2日
最終11月13日

合格発表日は試験時に
お知らせします。 11月6日 平成28年1月8日

待
遇
・
そ
の
他

2等陸・海・空尉採用
（経験年数等により異な
る。）

入隊後約6年で
3等海・空尉
入隊時俸給　
161,600円
昇給：年1回
期末手当：年2回

入隊後約2年9月経過
以降選考により3等陸
海・空曹
入隊時俸給
161,600円
昇給：年1回
期末手当：年2回

所要の教育を経て、3月後に2等陸海空士に任用、陸
上（技術系を除く）は1年9月、陸上（技術系）・海上・
航空は2年9月を1任期として任用（以降2年を1任期）
◎入隊時　自衛官候補生手当（月額）126900円
○入隊後約3月後、2士任官後支給
自衛官任用一時金176000円
2等陸海空士（俸給）161600円昇給：年1回手当、期末
手当年2回、手当＊任期も満了した際の任用満期金
陸（2年間）550420円　海・空（3年間）907396円
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具については貸与

採用日をもって、それぞ
れの経験等により陸曹
長又は1等陸曹に任命
され、号俸・俸給（地域
手当を除く）が決定され
ます。加えて、期末・勤勉
手当（年2回）が支給さ
れます。
陸曹長230400
1等陸曹223600

募集
種目 防衛大学校学生 防衛医科大学校

医学科学生
防衛医科大学校看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

募
集
人
員

推薦 総合選抜 一般（前期） 一般（後期）

約85名 約75名
人文・社会科学専攻
約20名

（うち女子約5名）
理工学専攻
約80名

（うち女子約5名）

約40名
（うち女子若干名）
人文・社会科学専攻及
び理工学専攻合わせて

人文・社会科学専攻
約65名

（うち女子約15名）
理工学専攻
約235名

（うち女子約15名）

人文・社会科学専攻
約10名

（うち女子若干名）
理工学専攻
約30名

（うち女子若干名）

資
格

高卒（見込含）
21才未満の成績優秀
かつ生徒会活動等に顕
著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

高卒（見込含）21才未満の者（自衛官は23才未満の者） 高卒（見込含）21才未満の者

受
付
期
間

9月5日〜9月9日 9月5日〜30日 平成28年
1月20日〜1月29日 9月5日〜30日

試
験
期
日

9月26日・27日 1次9月26日
2次10月31日,11月1日

1次11月7・8日
2次12月8〜12日

1次28年2月20日
2次28月3月11日

1次10月31・11月1日
2次12月16〜18日

1次10月17日
2次11月28〜29日

合
格
発
表

10月30日 1次10月16日
最終11月27日

1次11月27日
最終平成28年1月19日

1次平成28年3月4日
最終平成28年3月18日

1次12月2日
最終平成28年2月17日

1次11月13日
最終平成27年2月5日

待
遇
・
そ
の
他

修業年限4年、卒業後約1年で3等陸海空尉
入学金、授業料はかかりません。
生徒手当：109,400円（平成26年4月1日現在）
期末手当：年2回
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具については貸与

修業年限6年、医師免
許取得後2等陸海空尉
学生手当：109,400円
期末手当：年2回
衣食住：宿舎無料、食
事支給、被服類・寝具
については貸与

修業年限4年卒業後約
1年で3等陸海空尉
学生手当：109,400円
期末手当：年2回
衣食住：宿舎無料、食
事支給、被服類・寝具
については貸与

平 成 2 7 年 度 　 自 衛 官 等 募 集 案 内

▶問い合わせ先
　・大月地域事務所　　　　　　　　　住所：大月市御太刀２－８－10　大月合同庁舎　　　☎０５５４－２２－１２９８
　・自衛隊山梨地方協力本部　募集課　住所：甲府市丸の内１－１－18　甲府合同庁舎２階　☎０５５－２５３－１５９１
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　　　　鴨沢の梅田あささんが6月5日に、奥秋の木下マツエさんが7月21日に90歳
　　　のお誕生日を迎えられ、村から記念品等を贈呈しました。
当日は訪問した村長、老人クラブ会長・副会長と昔話や日常生活などに話を弾ませていました。
これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気で。

　守屋繁子さんが、
山梨県食生活改善推
進員会長表彰を授与
されました。
この会長表彰は、食
生活改善推進員とし
て10年以上活動に携
わり、会のために献
身的に働かれた方に
贈られます。
　守屋繁子さんは、昭和54年の発足当時から関
わっていただき、現在、会長として会をまとめ
ていらっしゃいます。今までの働きとこれから
の働きにおいて食を通して村民の健康の為にご
活躍してくださることを願っています。

会長表彰おめでとうございます！

食生活改善
推進員の活動
食生活改善
推進員の活動

※ 保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲

間）が悩みや不安に寄り添います。

当日参加も可能ですが事前の予約が確実です。

お気軽にお電話下さい。

山梨県がん患者サポートセンター
からのお知らせ

「出張がん相談」

  を実施します。

平成27年10月8日（木）

午後1時30分～午後4時

富士・東部保健福祉事務所１階

（富士吉田合同庁舎）

山梨県富士吉田市上吉田1-2-5

がん患者・がん患者の家族や関係者

山梨県健康管理事業団

☎ 0 5 5 - 2 2 7 - 8 7 4 0（要予約）

日　時

場　所

対　象

問合せ
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　７
月
18
日（
土
）、19
日（
日
）の
２
日
間
、熊
野

神
社
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
各
神
社
で
獅
子
舞

の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本
村
の「
夏
の
風
物
詩
」で
あ
る
こ
の
伝
統

行
事
が
、今
年
も
盛
大
に
披
露
さ
れ
、快
晴
の

空
の
下
、勇
ま
し
い
獅
子
舞
の
姿
と
、美
し
い
さ
さ
ら
の

姿
に
、多
く
の
村
民
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
本
村
の
熱
い
文
化「
伝
承
の
舞
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

祇
園
祭

▲ 大六天神社での雌獅子隠し

▲ 響希君、準備はＯＫ？

◀ 押垣外地区での道中の様子

▲ 熊野神社での竿がかり

水泳教室を行いました。
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

　７月23日（木）、24（金）の両日、丹波中学校で水泳教室を開催しました。
初日はあいにくの雨となってしまい中止しましたが、２日目は快晴の天候の下、
午前の中級者コースと午後の初心者コースに分かれて実施し、長年講師を務め
ていただいている大嵐小学校長の戸澤先生の熱心な指導を、ひとりひとりが
一生懸命に体得した出張授業となりました。
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